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持続可能な農業・食料戦略の概要 
 
概観 

 
「持続可能な農業・食料」は DEFRA の戦略的優先事項の 1 つであり，2002 年末にスタ

ートした「持続可能な農業・食料戦略」において，政府のビジョンが述べられている。  

 BSE や口蹄疫の発生後，停滞気味に推移している農業・食料分野を，政府，産業界，消

費者のパートナーシップのもとに活性化させようとするものである。 

 
「持続可能な農業・食料戦略」のねらいは，次のとおりである。 

・ 顧客とその他の食料チェーン（food chain）を再結合することによって，農家が農産

物に付加価値をつけることを支援する。 

・ 環境を保護し，環境によい製品を提供した農家に褒賞を与える。 

・ 農業経営を発展させるため，農家が適切な研修と助言を得られるように支援する。 

・ 官僚主義的手続きの負担を減らすための管理や法の整備に向けて，新たな，「ホール・

ファーム(Whole Farm)」アプローチ（IT の枠組みで，全てのプログラムを一本化し

て，農家が DEFRA やその他の関係機関にアクセスできるようにしたもの）を策定す

る。 

 
戦略と平行して実施計画が策定されている。実施計画は 10 の実務担当部門で構成され，

しっかりと系統化されたプログラムに基づいて実行されている。各部門は，政策策定と新

規または改善されたイニシアティブにより，この産業の全てにおいて改善が必要な分野で

実施することを目的としている。 

 
業績測定については，対象別の重要な基準が設定されている。 

 
＊ 段階的実施 

「持続可能な農業・食料戦略」を着実に実行するには，法律，法により定められた機関，

経済機関，情報の提供，マーケティング，影響力のある戦略を組み合わせて利用すること

によって，最高の結果が達成可能であることが，「グリーン・アライアンス(Green Alliance: 

環境保護団体)報告書」から認識されている。 

 
以下のように，段階的な実施を図ることとなっている。 

第 1 段階 （2001‐2005） 

目標達成に向けて，積極的な取り組みと有効性を最大限にするため，協議の上，政策と

法の整備，SI’s およびその他のイニシアティブを策定する。 
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アウトカム： 効果的な政策が策定され，ステークホルダーが関与し，情報が行き渡って

いる。 利害関係のある全てのステークホルダーからバランスの取れたイン

プットを得る。 

 
第２段階 （2003‐2005） 

政策，法の整備，SI’ｓが意図することについて教育し，認識と理解を喚起する。 農家

やステークホルダーが，自分たちに直面する変化，さらに利用できる機会や支援に対応で

きるようにする。 

アウトカム： 農家やステークホルダーは，SFFS の実施によって起きている変化や，自分

達の経営や生計への影響について認識している。 支援や助言を求める場所

についても知っている。 また，なすべきことも理解し, 行動を起こす。 

 
第 3 段階 （2005‐2012） 

農業および食料ビジネスと一般大衆の両方に刺激を与えて，認識を行動に変え，行動の

変化に影響を与える。 

アウトカム： SFFS の目標達成に役立つ「環境スチュワードシップ」などのスキームへの

積極的な参加。成功とみなす基準と，実施されている継続的な改善のプロセ

スの観点における，現在進行中の業績測定。 

 
＊ 「持続可能な農業・食料戦略」は，本省の他の５つの主要な優先事項全てにまたがっ

ている。分野横断的なイニシアティブがこの戦略に盛り込まれていることを確実にする

ために，これらの優先事項の担当である「戦略コミュニケーションアドバイザー（the 

Strategic Communication Advisers）」との定期的会合や協議が行われる。 分野横断的

な問題はこの戦略の本文に記してある。 

 
＊ さらに，この戦略の達成に貢献する SFFS 局内の全てのコミュニケーション計画は，

農村での実証を組み込んでいることを確認するためのチェックが行われるであろう。 

 
＊ この戦略の実施において直面する主要な課題：        

・ 全ての実務担当部門とその他の戦略分野の間で協同の計画を達成すること。 

・ 有効性を測定するために，評価とモニタリングの原則を組み込むこと。 

・ メッセージを理解できるように，複雑な情報を簡単な形にして提供すること。 

・ 地方事務所との協同体制による仕事の効率化 

・ 政策が策定されている時， CD による早期の計画との関与を促すこと。 
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＊ この戦略を利用して達成すべき DEFRA の重要な目標，および PSA の目標： 

 
目標Ⅲ： 消費者の要求に答えるための，持続可能で，競争力があり，且つ安全な食料供

給チェーンの推進 

 
目標Ⅳ： 国内外の活動を通して，持続可能で，多様性があり，近代的で，適応性のある

農業の振興 

 
PSA5：  顧客中心主義，競争力，持続可能性を強化した農業と食料産業を実現し，CAP

（EU 共通農業政策）と WTO（世界貿易機関）による交渉を通して， CAP に基

づく貿易を歪曲する補助金の削減が，確実に進展するよう努力する。 

 
目標Ⅵ： 環境への影響と保健に関する国民の権利を護り，高水準の動物の保健と福祉を

保証する。 

 
PSA9： リスク管理を産業界と分担することにより，飼育されている動物の保健と福祉を

向上し，動物の疾病の影響から社会を守る。下記の目標を含む。 

・ 2010 年までにスクレイピーの感染率を 40％（0.33％から 0.20％に）減少させる。 

・ 受動的監視と積極的監視の両方によって検知される BSE(狂牛病)の発生件数を

2006 年までに 60 件以下に減少させ，2010 年までに BSE を撲滅する。 

・ 牛の結核が確認された場合，その発生率を 2008 年末までに年間 17.5 件以下に

抑制し他の地方への伝染を防ぐ。 

 
なお，PSA9 は，DEFRA の重要な戦略の優先事項の多くを直接サポートしている。その

中で主要なものは，以下の通りである： 

 
持続可能な農業・食料部門 

市場と環境に役立つ，持続可能な食料・農業の供給チェーンの構築への支援； 動物の

疾病のリスク減少，病気発生の際の対応策の準備。 これは，次の事項にも貢献している。 

 
持続可能な消費と生産 

経済成長と環境悪化，資源の使用の悪循環を，より持続可能な生産と消費のパターンを

作ることで打ち壊す。 

 
天然資源の保護 

英国および世界の天然資源, 生物多様性，保護継承物を大切にし，管理する。 
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持続可能な農村社会 

強力な経済と共同体意識，また交通手段や住居，医療サービス，学校，情報技術への公

平なアクセスを提供するために，他の機関と協力して，農村地域で働く人々のニーズに答

える 
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持続可能な農業・食料戦略： 
評価とモニタリングの枠組み 

 

 

A はじめに 
 
202. 評価とは，一つの政策もしくは政策グループによる予想外の副次的効果を含めた実際

のアウトカムを，政策目標や想定したアウトカム，政策の実施に使う資源に照らして客観

的に判断する手続きをいう（下図 1 参照）。この意味で，評価は戦略全体にとって不可欠な

要素であり，評価計画の内容と範囲に戦略自身の概要を見ることができる。 

 
203. 戦略の評価の枠組みを策定するときは，評価活動でおよそ共通項となる主要テーマが

いくつかあり，この点を検討する必要がある。 

 
● 関連性－ 戦略の取り組みの姿勢は，問題に適合しているか 

● 効果－ 戦略目標はどの程度達成されたか 

● 追加性と副次的効果－ 戦略のアウトカムはどのくらい実現されたのか，不測の副次的

効果はないか 

● 効率性－ 戦略目標の達成コストはどのくらいか（そして誰が負担するのか），非効率

な面があるとすれば何が原因なのか 

● 一貫性－ 個々の政策・事業措置を融合し，より高次元の戦略目標を矛盾なく達成する

ことができるか，複数の政策手段の間で相乗効果や矛盾する点はないか 

● 耐久性－ 戦略のもたらす変化は長期間持続する自立的なものか，それとも政策介入を

恒常的に必要とするものになりそうか 

 
図 1 戦略評価の概要 

 
204. 重要なテーマに取り組むとき，どの評価活動でも有益な成果が出せるよう，いくつか

の手順を押さえておく必要がある。 
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● 構造的，論理的で納得ができ，意図する戦略アウトカムに関して明確な戦略目標を，分

かりやすく定義する必要がある。 

● 想定する戦略アウトカムと，測定可能な指標との間に明確な関連性を持たせ，そのアウ

トカムが実質的にどの程度達成されているか，また特定の政策措置がそれにどう貢献す

るかが分かるようにする。 

● 戦略がどれほど効果的に意図するアウトカムを実施したか，もっと効率よく実施できな

かったか，また不測の副次的効果はなかったかを客観的に示せるよう，モニタリングの

結果やその他のデータソース（制度全般に関する事務的データを含む）を分析に簡単に

活用できるようにする。 

● 政策の立案・実施担当者，政策責任者，政策の影響を受ける人など，その政策分野に正

当な利害関係を持つステークホルダーが，評価手続きに積極的に関与できるようにする。 

● 評価の結果が政策プロセスにフィードバックされ，今後の政策の立案・実施に役立てら

れるような仕組みを構築する必要がある。 

目標 インプット アウトプット アウトカム 

評価 
目標に鑑みた戦略アウトカムの厳正・公平な分析

 

妥当性 

原則 

効率性 

バリューフォーマネー 

効果 

フィードバック 



－ 7 － 

B 評価の概要 
 
205. この「持続可能な農業・食料戦略（SFFS）」の評価は，3 段階で行うものとする。 

 
① ハイレベル戦略アウトカムの達成状況を，実現しようとする変革のさまざまな側面を表

す指標群を用いて観察する。この指標群の下位に「ヘッドライン」指標を設定する。 

② 戦略アウトカムは，各種の政策，制度，イニシアティブの効果が相まって達成されるこ

とから，「アウトプットからアウトカムまで」を視野に入れた評価を行い，戦略が初期

段階でステークホルダーに与える影響を特定したり，アウトカム実現への貢献を評価し

たりできるようにする。 

③ DEFRA の個々の制度やイニシアティブは，DEFRA の通常方式に則って評価する。 

 
206. SFFS は DEFRA が主導するものの，これを成功させるには，他の省やエージェンシ

ーはもとより，農家や業界，消費者の積極的な関与が必要になる。この意味で，評価の手

続きに関してすべてのステークホルダーに役割があり，役割自体もアウトプットからアウ

トカムまでを検討するコンサルテーションを通じて発展していく。 

 
207. 評価の構成要素は，変化のスピードの時間枠に合致させるようにする。新たにイニシ

アティブを導入した場合，成功の兆しがあるか，それとも変更の必要があるかを確認する

ため，早い段階で見直しを行うことがある。戦略アウトカムの指標に測定可能な動向が表

れるまでには，長い時間を要するだろう。 

 
208. SFFS に関する評価計画案は，「農村地域白書（Rural White Paper）」や「持続可能

な農業（Sustainable Agriculture）」の指標，「持続可能な開発戦略（Sustainable 

Development Strategy）」，「イングランド農村地域振興計画（England Rural Development 

Programme）」に関する，現在進行中の作業と一致させる。そして，スコットランドやウェ

ールズ，北アイルランドにおける同様のイニシアティブとも関連させるようにする。また，

この戦略は開始後に政策を策定できるよう長期的な視点で作られていることを覚えておか

れたい。評価の手続きは，これに対応できるような優れた柔軟性を備えている必要がある。 
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C 戦略の目標とアウトカム 
 
209. 指標は，国家統計情報に基づいて作成し，戦略アウトカムの達成状況を調べるのに使

われるが，指標の値の変化には，SFFS より広い領域の要因が映し出されることがある。し

たがって，変化のどこまでをこの戦略の影響として捉えるのかを決定するため，さらに検

討を行う余地がある。 

 
210. どのような戦略でも，高次元の目標や包括的な目標の達成に向けて，多数の補完的な

政策やプログラムが作られる。このため，個々の政策と，戦略の目標や想定するアウトカ

ムとがどう関連するかを明確にしておく必要がある。戦略の評価を効果的に行えるよう，

このような複雑性を検討調査することが必要であり，評価計画では「アウトプットからア

ウトカムまでの評価（Output to Outcome Evaluation）」という手法を提唱するようにする。 

 
211. この戦略のアウトプット・アウトカム評価について枠組みを明瞭に策定するには，期

待する戦略アウトカム，及びそれらの政策や実施プログラムとの関係を明確化することが

前提条件となる。また，この評価の枠組みと「戦略実施計画」が補完的な関係になるよう，

両者の連携を深めることも重要である。 

 
212. SFFS の評価活動で取り組む内容を決めるとき，多数のモデルを参考にすることがで

きる。評価の枠組みは，持続可能な開発の 3 つの柱（経済，環境，社会の持続可能な開発）

のほか，9 つの戦略目標や関連政策と実施制度，特定の政策手段や事業，もしくはこうした

手法の組み合わせを基盤に構築すればよい。だが，持続可能な開発の 3 つの柱（特に経済

と環境）には相反する問題があり，いずれの分野を検討する際も，3 つの分野すべてを取り

上げるようにする。 

 
213. 図 2 は，持続可能な開発の 3 つの柱に即して，戦略の 9 つの合意目標を縦列に，ま

た戦略アウトカム実施に向けた諸政策を包括するものとして，9 つの政策グループを横列に

示したものである。 

 
214. 同図には合計 81 のセルがあるので，評価の枠組みを策定するときは，政策グループ

とアウトカムの相互作用が最大となる分野を選ぶようにする。政策グループとアウトカム

の関連性の度合いを決めるために，以下のことが必要になる。 

 
● 各政策グループにつき，そこに分類される政策／イニシアティブの中から選ぶようにす

る。 

● その政策もしくはイニシアティブが，サービスの受け手や関連機関等のステークホルダ
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ーの行動や業務を，どう変えようとしているのか説明する。 

● その政策もしくはイニシアティブによって，サービスの受け手や関連機関等のステーク

ホルダーにどのようなアウトカムがもたらされるか，またこのアウトカムがハイレベル

の戦略目標にどう関係しているのか見極める。 

 
このように，個々の政策とイニシアティブ，ハイレベル戦略目標との間に，主軸となる関

係を打ち立てておくようにする。ただし，評価活動は政策規模に見合ったものになるよう

にし，また政策によっては，相当量の新規データの収集や処理，分析が必要になることが

あるが，その実際性やコスト効果は必ずしも高くないことを覚えておく必要がある。 

 
215. この戦略の目的は，持続可能な開発の枠組みのもと，経済・環境・社会分野の各目標

を達成することにあるため，戦略の評価計画は表縦列のアウトカムではなく，横列の政策

グループを基準に構築する。「科学」と「技能と知識の習得」の二分野は，戦略アウトカム

全般に関係するだろうが，それ以外の政策グループの政策や制度は，実現しようとするア

ウトカムにより近い位置に置かれるものと考えられる。ただし，政策グループを中心にみ

る評価では，持続可能な開発のあらゆる側面から影響を検討する。また，評価の枠組みに

関しても，戦略アウトカムを全部達成しようとすると無理が生じること，そして政策の影

響はアウトカム全般についておしなべてプラスもしくはマイナスにはならないことを理解

しておく必要がある。 

 
216. 以上のように，DEFRA の個々の政策や制度は，DEFRA の通常の方式に従って評価

するものとする。このような調査は，SFFS の評価プロセスに情報提供の面で資するもので

ある。
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D パフォーマンス指標とデータの収集・分析 
 
217. ハイレベル戦略アウトカムのヘッドライン指標とコア指標は，初期段階の作成が終

了しており，それを付録 A に示した。最終的にはステークホルダーとのコンサルテーショ

ンを経て完成させるが，指標はおよそ，食料・農業分野のしかるべき国家統計情報を基に

作成する。指標は，「持続可能性」を測る総合的な物差しとするのではなく，一つ一つが持

続可能な開発の各側面に対応したものとなるようにする。ただし，持続可能な開発の進捗

状況を見るときは，指標を全体的に評価しなければならない。指標を全体として捉えると，

経済・環境・社会という持続可能な開発の 3 分野における進捗状況が確実に分かるだけで

なく，指標間のいかなる矛盾や対立をも見てとることができる。ヘッドライン指標は，数

は少ないが，持続可能な開発の 3 つの分野に関して，戦略の全体的なパフォーマンスを簡

潔に評価する基準として働く。 

 
218. ヘッドライン指標もコア指標も，戦略のプログラムとアウトカムとを関連づける広

い意味の評価にとって，重要な情報源となるものである。だが，戦略目標の達成は，戦略

を構成する個々の制度やイニシアティブが成功して初めて可能になる。したがって，

DEFRA の制度やイニシアティブは，DEFRA の慣例にならって個別に評価を行う。ただ

し，綿密な評価計画を完成させる前に，各制度や政策イニシアティブの評価に対する準備

具合を確認しておくことが大切である。それには，次のような質問を検討する必要がある。 

 
●その制度やイニシアティブには，明確な目標や期待するアウトカムがあるか 

●ターゲットグループやサービスの受け手について明確な定義があるか 

●アウトプットの明確な定義はあるか 

●目標／アウトカムやアウトプットを客観的に測定できる指標はあるか 

●アウトカム指標と，戦略のヘッドライン指標もしくはコア指標の間に，論理的な関連性

を見出せるか 

●制度／イニシアティブの責任者は誰か 

●予算はどうか 

●評価計画は策定されているか 

 
219. 以上の分析によって，その制度やイニシアティブを，戦略アウトカムや指標とどの

程度まで関連付けられるのか，評価の準備に穴はないか，ある場合はそれをどう埋められ

るかなどを把握することができる。図 2 に示した政策グループはそれぞれ，SFFS の複数

の計画を統合して，一つ以上の政策アウトカムに取り組んでいる分野である。今後は，各

政策グループにつき，ヘッドライン指標とコア指標をもとに，中間段階のアウトカムと関

連指標を作成する予定である。ただし，必ずしもこの二つの指標に限定される訳ではなく，
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また「戦略実施計画」との関連性をしっかり持たせるようにしたい。このような指標は，

変化の兆候を早期に見極めたり，特定の制度や政策手段の利用性や理解，満足に関するス

テークホルダーの意見を確認したりする必要性を加味して作成する。指標はまた，戦略ア

ウトカムの達成や問題の可能性について，早期に警戒情報を提供する役目も果たす。 

 
220. 評価を成功させるには，ステークホルダーが評価計画の策定に積極的に参加するこ

とと，ステークホルダーのための参加型ワークショップやコンサルテーションなど，この

プロセスを推進する多くの手法が必要である。代替手法はそれぞれ相容れないものではな

く，部分的もしくは全体的に組み合わせることができる。この戦略では，関連する多くの

制度が，主に他のエージェンシーや業界団体の管轄に帰属するため，これらの諸機関にも

評価活動における主導的な役割が期待されている。諸機関には DEFRA の方針に従って，

評価計画を策定することが求められる。手引きやサポートを用意して，エージェンシーや

業界団体による評価能力の育成を支援し，これらの戦略評価プロセスへの自発的な参加を

促すつもりである。 
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E 評価能力の育成とステークホルダーの関与 
 
219. 現在，戦略の評価に必要と思われる資源（内部・外部とも）を検討しながら，戦略

のパフォーマンス評価能力を育成する仕組みづくりを進めているところである。また，イ

ンターネットを利用した電子メディアなどの革新的な手法を使って，特定のステークホル

ダーや広く一般の国民を対象に，モニタリングや評価活動で得た情報を公開する仕組みも

開発する予定である。DEFRA の通常の方式に則り，評価調査の結果は公に開示するもの

とし，また「政策所有者」には，評価の結論や提言に基づき，予定通りに行動計画を立て

ることが期待される。
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付録 
持続可能な農業・食料戦略（SFFS）－アウトカムと指標 
 
220. 付録の表は，「持続可能な農業・食料戦略」の影響評価の指標（案）について，詳細

を示したものである。この表は，経済，環境，社会で 3 つずつ，計 9 つのアウトカムで構

成される。ヘッドライン指標は各アウトカムについて記した。ヘッドライン指標は，農地

の野鳥など，複数のアウトカムにまたがるものもある。 

 
221. この表には，11 のヘッドライン指標と約 80 のコア指標がある。これに関連して，

現行の PSA 目標や，「持続可能な農業を目指して（Towards Sustainable Agriculture）」

の試験指標，「Foundation For Our Future」の進捗状況を示す指標，カントリーサイド・

エージェンシーの「カントリーサイドの状態（State of the Countryside）」や「生活の質

（Quality of Life）」の指標などを適宜記載した。部分的または全体的に戦略の傘下に入る，

様々な戦略（「動物の福祉」，「土壌戦略」，「イングランド生物多様性戦略」など）について

も指標が作られており，「持続可能な農業・食料戦略」の指標は多くの場合，再度見直しが

必要になるだろう。これらの指標には一貫性を持たせることが肝要である。 

 
222. 各指標につき，「持続可能な農業・食料戦略」の指標への影響や，同戦略の政策措置

に対する指標の反応速度，指標に関するデータの利用性について，評価を実施した（1～5

段階）。この評価は当初段階の主観的なものであり，外部の意見や追加調査を参考に見直す

必要がある。このうち，「持続可能な農業・食料戦略」の指標への影響については，特定の

問題に対応する政策措置のレベルと，外部要因の指標に対する影響の両方を読み取ること

ができる。直ちに計算できる反応性に優れた指標を作成する上で，何が不足しているかが

示されるだろう。 

 
223. 表中の指標は，アウトカムとの関連性が高く，比較的ハイレベルにあるものを取り

上げるようにした。多くの場合，指標が政策の進展を反映するまでに相当の時間がかかる

ものである。このため，第三の指標群層を設定し，個々の政策のアウトプットをより近い

距離から測る指標を作成する必要がある。一部，これをコア指標の中から取り上げた例も

あるが（アウトカムとの関連性が明確，もしくは他の指標が即座に利用できない場合），大

部分は新たに作成しなければならない。このような指標によって，各政策分野の進捗状況

を測ったり，戦略全体の進捗状況も早期に目に見える形で確認したりすることが可能にな

る。 

 
224. 「持続可能な農業・食料戦略」の指標は，同時進行で（もう少し余裕を持たせて）

作成している「持続可能な食料戦略」の指標と統合するようにする。 
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3.
納

税
者

及
び

経
済

全
体
へ

の
負

担
軽
減

 

国
家

経
済

の
生

産
性

成
長

率
の

伸
び

を
も

た
ら
す
。

C
A

P
改
革
が
食
糧
価
格
や
納
税

者
に

も
た

ら
す

消
極

的
な

影
響

や
，

家
畜

病
の

発
生

に
伴

う
経

済
損

失
の

リ
ス

ク
を

軽
減

し
て

実
現

す
る

。
栄

養
不

足
の

対
策

コ
ス

ト
や

，
農

業
・

食
糧

部
門

に
起

因
す

る
公

害
の

経
済

コ
ス

ト
を

低
減

す
る

効
果

 生
産

補
助

金
の

コ
ス

ト
（

PS
A）

。
 

 5 

 3 

 4 

 



－
 
2
1
 
－

 

ア
ウ

ト
カ
ム

 
ヘ

ッ
ド

ラ
イ
ン

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1-
低

 

5-
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1-
遅

い
 

5-
速

い
  

既
存

の

デ
ー

タ

1-
な

し

5-
良

い

出
典

／
備
考

 

が
あ
り
，
ア
ウ
ト
カ
ム

4
と

7
に
も
関
連
。

 環
境

ア
ウ
ト

カ
ム

 

 4.
フ

ー
ド

チ
ェ

ー
ン

の
環
境

コ
ス

ト
軽
減

 

食
料

・
農

業
部

門
に

起
因

す
る

公
害

を
減

ら
し

，
社

会
・

環
境

に
対

す
る

正
確

な
コ

ス
ト
と
便
益
を
提
示
す
る
。

 

          

   河
川
の
水
質

 

         食
料
・
農
業
部
門
に
起

因
す

る
温

室
効

果
ガ

ス
の
排
出
削
減

 

   4          4 

   3          3 

   4          3 

   デ
ー
タ
の
利
用
性
は
概
ね
良
好
だ
が
，
専
門
的

な
指
標
の
作
成
が
必
要
。

 

農
業
に
起
因
す
る
水
質
汚
染
も
利
用
可
（

20
01

年
は
最
も
水
質
汚
染
の
深
刻
な
第

1・
2
種
で
，

農
業
は
原
因
の

18
%
を
占
め
た
）
た
だ
し
，
拡

散
性
の
汚
染
は
こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
。

 

河
川
中
の
農
薬
な
ど
，
主
要
な
汚
染
物
質
は
適

用
で
き
る
が
，
そ
の
他
の
汚
染
物
質
は
含
ま
れ

な
い
。

 

 PS
A
目
標

2
の
下
位
項
目
。
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
全
体
が
対
象
。「

フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
」

の
影
響
も
検
討
。

 



－
 
2
2
 
－

 

ア
ウ

ト
カ
ム

 
ヘ

ッ
ド

ラ
イ
ン

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1-
低

 

5-
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1-
遅

い
 

5-
速

い
  

既
存

の

デ
ー

タ

1-
な

し

5-
良

い

出
典

／
備
考

 

5.
天

然
資

源
の

利
用

改
善

 

食
料

・
農

業
部

門
に

よ
る

天
然

資
源

の
持

続
可

能
な

活
用

。
生

命
，

生
物

多
様

性
，

経
済

活
動

を
環

境
が

ど
れ

だ
け

維
持

で
き

る
か

を
，

今
日

及
び

将
来

の
社

会
に

正
確

に
提
示
す
る
。

 

 

 土
壌
の
栄
養
状
態

 
 4 

 2 

 4 

 基
礎
デ
ー
タ
の
利
用
性
は
概
ね
良
好
だ
が
，
土

壌
中
の
リ
ン
濃
度
，
窒
素
の
バ
ラ
ン
ス
，
有
機

物
の
含
有
量
，
微
量
元
素
を
基
に
専
門
的
な
サ

マ
リ

ー
指

標
を

作
成

す
る

必
要

が
あ

る
。
「

土

壌
戦
略
」
と
関
連
さ
せ
る
。

 

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
指
標
を
約

10
個
作
成
す
る
予

定
。

 

6.
景

観
と

生
物

多
様

性
の
改

善
 

「
カ

ン
ト

リ
ー

サ
イ

ド
の

公
共

財

（
co

un
tr

ys
id

e 
pu

bl
ic

 g
oo

ds
）
」（

景
観
，

野
生

生
物

の
生

息
環

境
，

自
然

遺
産

，
人

類
の
歴
史
的
遺
産
の
管
理
状
況
）
を
改
善
。

公
共

財
と

そ
の

パ
ブ

リ
ッ

ク
ア

ク
セ

ス
が

（
今

日
及

び
将

来
の

）
社

会
に

も
た

ら
す

コ
ス
ト
と
便
益
を
完
全
に
提
示
す
る
。

 

  

 農
地

に
お

け
る

国
家

的
に

重
要

な
野

生
生

物
の

生
息

地
の

状
態

（
PS

A
，

D
EF

R
A 

Fo
un

da
tio

ns
 

fo
r 

ou
r 

Fu
tu

re
の
下
位

指
標
）
。

 

  

 5         

 3         

 3         

 SS
SI

（
Si

te
s 

of
 

Sp
ec

ia
l 

Sc
ie

nt
ifi

c 

In
te

re
st
）

の
指

定
農

地
に

限
定

。
生

息
地

の

状
態
は

E
ng

lis
h 

N
at

ur
eが

19
97

年
よ
り
観

察
。

 

段
階

的
な

評
価

方
式

の
た

め
傾

向
の

把
握

が

困
難

。
SS

SI
全

体
を

対
象

と
す

る
初

め
て

の

最
終
評
価
が

20
03

年
に
完
了
の
予
定
。

 

  



－
 
2
3
 
－

 

ア
ウ

ト
カ
ム

 
ヘ

ッ
ド

ラ
イ
ン

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1-
低

 

5-
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1-
遅

い
 

5-
速

い
  

既
存

の

デ
ー

タ

1-
な

し

5-
良

い

出
典

／
備
考

 

 
農
地
の
野
鳥

PS
A

 
4 

2 
5 

（
ア
ウ
ト
カ
ム

4
と

5
に
も
関
連
）
Q

ua
lit

y 
of

 

Li
fe

 C
ou

nt
s及

び
D

E
FR

A 
Fo

un
da

tio
ns

 

fo
r 

ou
r 

Fu
tu

re
の
指
標
。

 

社
会

ア
ウ
ト

カ
ム

 

 7.
栄

養
状

態
や

，
職

場
の

健
康

と
安

全
性
を

改
善

す
る

な
ど

し
て

，
公

衆
衛

生
の

向
上

を
図

る
 

消
費

者
が

健
康

な
食

生
活

を
心

が
け

る
こ

と
で

，
心

臓
病

や
そ

の
他

の
食

事
が

原
因

と
な
る
病
気
を
減
ら
す
。

 

食
中

毒
を

減
ら

し
，

農
業

の
安

全
性

と
福

利
水
準
を
高
め
る
。

 

 

     果
物

と
野

菜
の

消
費

量
 

     2 

     3 

     5 

     支
出

と
食

料
に

関
す

る
調

査
（

E
xp

en
di

tu
re

 

an
d 

Fo
od

 S
ur

ve
y）

。
 

保
健
省
の
指
標
及
び

PS
A

目
標
と
関
連
付
け

る
。

 

D
E

FR
A 

Fo
un

da
tio

ns
 fo

r 
ou

r 
Fu

tu
re

の

指
標
。

 

8.
動

物
の

福
祉

を
促

進
す
る

 

家
畜

の
福

祉
に

関
す

る
法

規
定

に
則

っ
た

生
産

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

推
進

し
，

動
物

を
不

必
要

な
苦

痛
か

ら
保

護
す

る
と

と
も

 農
地
や
動
物
の
輸
送
，

福
祉

に
関

す
る

裁
判

の
解

決
に

要
す

る
時

 4 

 4 

 5 

 ア
ウ

ト
カ

ム
よ

り
も

事
務

的
処

理
を

測
る

指

標
。

 

記
録

と
し

て
の

裁
判

件
数

に
は

必
ず

し
も

事



－
 
2
4
 
－

 

ア
ウ

ト
カ
ム

 
ヘ

ッ
ド

ラ
イ
ン

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1-
低

 

5-
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1-
遅

い
 

5-
速

い
  

既
存

の

デ
ー

タ

1-
な

し

5-
良

い

出
典

／
備
考

 

に
，

健
康

と
福

祉
の

考
え

方
を

普
及

さ
せ

る
。

 

 

間
を
短
縮
。

 
件

の
実

態
が

反
映

さ
れ

な
い

と
い

う
問

題
が

あ
り
，

PS
A
目
標
に
選
ば
れ
た
。

 

9.
農

村
地

域
の

団
結

力
と
生

産
性

の
向
上

 

活
力
の
低
い
農
村
地
域
の
生
産
性
と
英
国

 

平
均

と
の

格
差

を
縮

減
し

，
農

村
地

域
の

経
済

活
動

を
活

性
化

し
て

繁
栄

を
も

た
ら

す
。

 

昨
年
の

Pr
e 

B
ud

ge
t
報
告
書
の
地
域
経

済
に

関
す

る
調

査
を

受
け

，
政

府
は

均
衡

の
と

れ
た

成
長

を
目

指
す

戦
略

を
取

っ
て

お
り

，
生

産
性

の
最

も
低

い
地

域
分

野
で

引
き

上
げ

を
図

り
国

の
経

済
成

長
を

促
進

す
る
と
し
て
い
る
。

 

地
域

住
民

へ
の

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
性

を
高

め
，

開
か

れ
た

地
域

社
会

に
向

け
た

取
り

組
み

を
進

め
る

こ
と

も
こ

の
ア

ウ
ト

カ
ム

に
含
ま
れ
る

。
 

 20
06

年
ま
で
に
活
力

の
低

い
農

村
地

域
の

生
産

性
と

英
国

平
均

と
の
格
差
を
縮
減
し
，

農
村

地
域

住
民

へ
の

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
性

を
高
め
る
。

 

 2 

 3 

 4 

 SF
FS

の
影
響
は
目
標
設
定
の
水
準
に
よ
る
。

 



－
 
2
5
 
－

 

経
済

ア
ウ
ト

カ
ム

の
コ
ア
指

標
 

  コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

1.
市

場
志

向
型

の
農

業
部

門
。

食
用

作
物

及
び

非
食

用

作
物

の
生

産
効

率
を

高
め

，
競

争
力

の
あ

る
農

業
ビ

ジ

ネ
ス

の
所
得

引
き

上
げ
を
図

る
 

全
要
素
生
産
性
（

TF
P）

 

  専
業
農
家
一
人
当
た
り
の
総
所
得

 

 農
種
別
の
純
利
益

 

 生
産
性
の
最

も
低
い
地
域
と
英
国
平
均
の
差

 

   部
門
別
の
生
産
性
評
価

 

   3   2    3    3 

   2   2    2    2 

   5   5    5    4 

   農
業
総
勘
定
（

A
gg

re
ga

te
 A

gr
ic

ul
tu

ra
l A

cc
ou

nt
：

A
A

A
）
。

海
外
の
事
業
者
と
比
較
し
て
評
価
。

 

 為
替
レ
ー

ト
等
の
外
部
要
因
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
。

 

 為
替
レ
ー

ト
等
の
外
部
要
因
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
。

 

 農
業
ビ
ジ

ネ
ス
調
査
（

Fa
rm

 B
us

in
es

s 
Su

rv
ey

：
FB

S)
。

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
イ
ン
プ
ッ
ト
の
価
値
比
率
。

 

あ
る
時
点
の
分
布
を
示
す
。
分
布
状
況
の
変
化
を
測
定
で
き
る
。

 

 FB
S

が
典

拠
。

現
在

価
格

で
の

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

と
イ

ン
プ

ッ
ト



－
 
2
6
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

        部
門
別
の
労
働
生
産
性

 

   農
業
へ
の
設

備
投
資

 

 平
均
収
穫
高

（
牛
乳
，
穀
物
な
ど
）

 

飼
料
転
換
の
割
合

 

  

        3    3  3    

        2    2  2    

        4    5  5    

の
比
率
（
全
経
済
コ
ス
ト
）
を
利
用
で
き
る
が
，
外
部
要
因
の
影

響
が
あ
る
。

 

生
産

性
／

効
率

性
を

一
定

価
格

で
測

る
物

差
し

が
あ

る
と

理
想

的
。

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
，
生
産
性
関
連
事
業
で
何
ら
か
の
分
析
が
な
さ

れ
る
と
思
わ
れ
る
。

 

ベ
ン
チ
マ

ー
キ
ン
グ
や
派
生
的
な
評
価
と
の
関
連
付
け
も
可
能
。

 

 農
場

類
型

の
国

際
的

な
ベ

ン
チ

マ
ー

キ
ン

グ
。

Fa
rm

 

A
cc

ou
nt

an
cy

 D
at

a 
N

et
w

or
k 

(F
A

D
N

) 
の
マ
イ
ク
ロ
デ
ー

タ
を
分
析
す
る
。

 

 A
A

A
の

貸
借
対
照
表
か
ら
選
定
。

 

 イ
ン

プ
ッ

ト
や

大
規

模
生

産
へ

の
移

行
を

想
定

し
て

い
な

い
た

め
，
単
純
に
す
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
。

 

国
際
比
較

用
の
デ
ー
タ
の
質
は
良
好
。

 

 



－
 
2
7
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

市
販
農
産
物
の
質
（
部
位
の
分
類
な
ど
）

 

      農
場
に
お
け
る
多
角
化
事
業
の
数
（
及
び
そ
の
価
値
）

   付
加
価
値
化
に
関
す
る
農
業
ビ
ジ
ネ
ス

 

 農
外
雇
用
に
よ
る
農
家
の
所
得

 

   家
計
の
食
物

支
出
に
お
け
る
農
家
の
割
合

 

3       3    3  2    3 

2       3    3  3    2 

3       3    3  3    4 

部
位
の
分
類
な
ど
，
品
質
に
関
す
る
多
く
の
情
報
を
提
供
。
食
肉

畜
産
委
員
会
（

M
ea

t a
nd

 L
iv

es
to

ck
 C

om
m

is
si

on
：

M
LC

）
，

H
G

C
A
（

H
om

e-
G

ro
w

n 
C

er
ea

ls
 

A
ut

ho
ri

ty
）
，

H
M

I

（
H

or
tic

ul
tu

re
 M

ar
ke

tin
g 

In
sp

ec
to

ra
te
）
と
合
同
で
指
標

を
作
る
必
要
が
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
へ
の
直
販
関
連
の
デ
ー
タ
が
な

い
の
が
問
題
か
？

 

 「
農

場
の

多
角

化
」

に
関

す
る

E
R

D
P
（

E
ng

la
nd

 R
ur

al
 

D
ev

el
op

m
en

t 
Pr

og
ra

m
m

e）
の
基
本
調
査
。

FB
S，

6
月
の

農
業
基
本
調
査
。

 

 上
記
多
角
化
の
下
位
項
目

 

 農
業
ビ
ジ
ネ
ス
調
査
（

Fa
rm

 B
us

in
es

s S
ur

ve
y：

FB
S）

，
個

人
所
得
調
査
（

Su
rv

ey
 o

f 
Pe

rs
on

al
 I

nc
om

es
）
。
多
角
化
事

業
，
農
外
雇
用
に
よ
る
所
得
を
含
む
。

 

 A
A

A
。
生
産
物
の
市
場
価
値
及
び
消
費
者
の
推
定
支
出
額
に
関
す



－
 
2
8
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

         農
協
経
由
で
販
売
す
る
商
品
の
割
合

 

 試
験
農
場
へ
の
訪
問

 

 イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
利
用

 

  農
家
・
農
場
労
働
者
の
技
能
レ
ベ
ル

 

 

         3  5  3   3  

         2  5  4   3  

         3  1  4   2  

る
項
。

 

2
と
関
連
。
同
じ
く
変
動
性
の
問
題
が
あ
る
。

 

食
料

部
門

で
全

体
的

に
加

工
の

割
合

が
増

え
て

い
る

と
い

う
問

題
も
あ
る
。

 

R
A

SE
（

th
e 

R
oy

al
 A

gr
ic

ul
tu

ra
l S

oc
ie

ty
 o

f E
ng

la
nd

）
ベ

ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
事
業
の

D
E

FR
A
出

資
部
分
は
，
小
売
販
売
に

占
め
る
農
家
の
割
合
を

1%
（

5
億
ポ
ン
ド
）
増
や
す
こ
と
が
目

標
。

 

 Pl
un

ke
tt

 F
ou

nd
at

io
n 

 収
集
の
必
要
あ
り

 

 A
D

A
S 

Fa
rm

er
s V

oi
ce
（
回
答
率
の
低
さ
が
問
題
）
も
し
く
は

特
別
調
査
／
研
究

 

 各
種
調
査
が
典
拠
。

FB
S，

6
月
の
農
業
基
本
調
査
，
労
働
調
査

も
利
用
可

。
 



－
 
2
9
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

技
術
革
新
，
技
術
の
進
歩
，
技
術
移
転
に
関
す
る
指
標

 農
業

に
対

す
る

農
家

の
姿

勢
（

積
極

的
に

取
り

組
ん

で

い
る
割
合
な
ど
）

 

 

2  2 

2  3 

2  3 

デ
ー
タ
ソ
ー
ス
に
制
約
あ
り
。
特
別
調
査
。
特
許
情
報
？

 

 A
D

A
S 

Fa
rm

er
s V

oi
ce
（
回
答
率
の
低
さ
が
問
題
）
も
し
く
は

特
別
調
査
／
研
究

 

2.
フ

ー
ド

チ
ェ

ー
ン

全
体
の

効
率

性
向
上

 

産
地

以
降

の
フ

ー
ド

チ
ェ

ー
ン

の
生

産
性

（
海

外
の

事

業
者
と
の
差
を
縮
小
）

 

      食
料
の
実
質

価
格

 

   

 2        2    

 2        2    

 3        5    

 産
地
以
降
の
デ
ー
タ
に
制
約
あ
り
。

 

D
TI

／
O

N
S
の
分
析
を
検
討
。

 

当
初
は
，
労
働
（
食
品
業
界
は
パ
ー
ト
勤
務
が
多
く
，
労
働
時
間

に
関

す
る

デ
ー

タ
が

少
な

い
の

が
問

題
）

や
資

本
ス

ト
ッ

ク

（
O

N
S

が
最
近
推
定
額
の
見
直
し
を
実
施
）
な
ど
，
生
産
性
に

関
す
る
部
分
的
な
評
価
を
利
用
す
る
必
要
も
。

 

国
際
比
較

や
反
事
実
に
つ
い
て
特
別
調
査
を
行
う
と
よ
い
。

 

 食
料
の
実

質
価
格
は
生
産
性
を
示
す
間
接
指
標
と
な
る
。

 

産
地
以
降

で
は
な
く
，
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
全
体
が
対
象
。

 

外
部
要
因

の
影
響
が
あ
る
。
外
部
要
因
は
，
政
府
の
政
策
や

E
U

委
員
会
の
規
制
が
原
因
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

 



－
 
3
0
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

        産
地

以
降

の
フ

ー
ド

チ
ェ

ー
ン

に
お

け
る

一
人

当
た

り

の
総
付
加
価
値
（
専
業
農
家
）

 

 国
際
貿
易
（

付
加
価
値
加
工
製
品
の
輸
出
な
ど
）

 

  フ
ー

ド
チ

ェ
ー

ン
全

体
の

ベ
ン

チ
マ

ー
キ

ン
グ

。
流

通

網
の
長
さ
を
評
価
す
る
な
ど
。

 

 飲
食

品
加

工
業

の
労

働
者

一
人

当
た

り
の

資
本

ス
ト

ッ

        2   2   2   1 

        2   2   2   2 

        3   5   2   3 

包
装

や
廃

棄
物

へ
の

課
税

や
規

制
が

食
料

価
格

の
上

昇
を

招
く

こ
と
も
あ
る
。

 

消
費
者
需

要
の
変
化
も
一
因
と
な
る
。
こ
の
た
め
，
こ
の
指
標
は

こ
う
し
た

外
部
要
因
を
踏
ま
え
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

動
向

分
析

で
も

産
地

価
格

の
影

響
が

検
討

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

あ
る
。

 

D
E

FR
A
の

Fo
un

da
tio

ns
 fo

r 
ou

r 
Fu

tu
re

の
指
標
。

 

 所
得
の
測
定
基
準
に
な
る
。
パ
ー
ト
勤
務
が
多
く
，
労
働
量
の
測

定
が
実
質
的
に
困
難
。

 

 国
際
貿
易

統
計
。

 

為
替
レ
ー

ト
な
ど
の
外
部
要
因
の
影
響
が
問
題
。

 

 作
成
の
必

要
あ
り
。
市
場
経
由
で
販
売
さ
れ
る
商
品
や
小
売
直
販

商
品
を
カ
バ
ー
で
き
る
。

 

 デ
ー
タ
ソ
ー
ス
に
制
約
あ
り
。
特
別
調
査
。

 



－
 
3
1
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

ク
 

 飲
食
品
加
工
業
者
の
技
能
レ
ベ
ル

 

 自
動

化
の

水
準

等
，

技
術

革
新

や
技

術
進

歩
に

関
す

る

指
標

 

 

  1  1  

  2  2 

  2  2 

  デ
ー
タ
ソ
ー
ス
に
制
約
あ
り
。
特
別
調
査
。

 

 デ
ー
タ
ソ

ー
ス
に
制
約
あ
り
。
特
別
調
査
。

 

3.
納

税
者

及
び

経
済

全
体
へ

の
負

担
軽
減

 

動
植
物
病
の
対
策
コ
ス
ト

 

 食
肉
の
不
正
輸
入

 

  飲
料
水
中
の

農
薬
や
肥
料
の
除
去
費
用

 

   C
TS

の
費
用
回
収
，
疫
病
対
策
税
な
ど

 

 4  4   4    5 

 2  4   3    5 

 3  2   2    5 

 疫
病
の
発
生
時
に
特
別
調
査
。
極
め
て
流
動
的
。

 

 押
収
件
数

で
は
な
く
，
実
際
の
発
生
件
数
の
推
定
。

 

数
値
化
は
困
難
。

 

 お
よ
そ
の
推
定
値
は
利
用
で
き
る
。

 

水
道
業
界
の
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
必
要
あ
り
。

 

水
道
技
術
の
向
上
で
コ
ス
ト
が
下
が
る
可
能
性
も
。

 

 納
税

者
か

ら
生

産
者

へ
の

コ
ス

ト
移

転
で

経
済

全
体

に
メ

リ
ッ



－
 
3
2
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

  牛
肺
結
核
の
発
生

 

  4 

  2 

  5 

ト
。

 

 口
蹄
疫
の
検
査
へ
の
影
響
が
あ
っ
た
が
，
一
貫
性
は
回
復
。

 



－
 
3
3
 
－

 

環
境

ア
ウ

ト
カ

ム
の

コ
ア

指
標

 
 コ

ア
指

標
 

SF
FS

の
影

響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

4.
フ

ー
ド

チ
ェ

ー
ン

の
環
境

コ
ス

ト
を
軽

減
 

河
川
や
地
下
水
中
の
農
薬
（
試
験
）

 

 生
物
学
的
に
見
た
河
川
の
質

 

    使
用
し
た
農

薬
の
有
効
成
分
の
量
と
散
布
地
域
（
試
験
）

 肥
料
の
利
用

 

 農
業
に
よ
る
窒
素
，
リ
ン
酸
の
流
出
（
試
験

）
 

 農
地
表
土
中
の
リ
ン
酸
量
（
試
験
）

 

 

 4  2     4  3  4  4  

 3  2     3  3  2  1  

 5  4     5  5  2  2  

 飲
料
水
中

の
農
薬
は
別
途
特
定

 

 イ
ン

グ
ラ

ン
ド

生
物

多
様

性
戦

略
（

E
ng

la
nd

 B
io

di
ve

rs
ity

 

St
ra

te
gy

）
，

Q
ua

lit
y 

O
f 

Li
fe

 
C

ou
nt

s
，

D
E

FR
A 

Fo
un

da
tio

ns
 fo

r 
ou

r 
Fu

tu
re

の
指
標
。

 

食
料
・
農
業
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
影
響
は
要
検
討
。

 

 農
薬
利
用

調
査
（

Pe
st

ic
id

e 
U

sa
ge

 S
ur

ve
y）

 

 肥
料
散
布
状
況
調
査
（

Su
rv

ey
 o

f F
er

til
is

er
 P

ra
ct

ic
e）

 

 研
究
開
発
事
業
。
モ
デ
リ
ン
グ
で
推
定
値
を
算
出
。

 

 N
at

io
na

l S
oi

ls
 In

ve
nt

or
y。

 

ア
ウ
ト
カ
ム

6
の
範
囲
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

 



－
 
3
4
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

  表
土
中
の
重
金
属
（
試
験
）

 

   堆
肥
の
管
理

（
試
験
）

 

 ア
ン
モ
ニ
ア

の
排
出

 

  農
業
に
よ
る

メ
タ
ン
と
一
酸
化
二
窒
素
の
排
出
（
試
験
）

   農
業
に
よ
る
水
質
汚
染
（
カ
テ
ゴ
リ
ー

1
及

び
2）

 

 農
業
に
よ
る
河
川
の
ア
ン
モ
ニ
ア
汚
染

 

  4    4  4   3    4  3 

  1    4  4   3    4  3 

  2    3  3   3    5  3 

土
壌
の
継
続
利
用
な
ど
，
地
質
が
原
因
と
な
る
部
分
も
あ
る
。

 

 N
at

io
na

l S
oi

ls
 In

ve
nt

or
y。

 

ア
ウ
ト
カ
ム

6
の
範
囲
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

 

土
壌
の
継
続
利
用
な
ど
，
地
質
が
原
因
と
な
る
部
分
も
あ
る
。

 

 19
97

年
の
特
別
調
査
を
再
度
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 IG
E

R（
th

e 
In

st
itu

te
 o

f G
ra

ss
la

nd
 a

nd
 E

nv
ir

on
m

en
ta

l 

R
es

ea
rc

h）
，
研
究
開
発
事
業
。

 

 G
re

en
ho

us
e 

G
as

 E
m

is
si

on
 In

ve
nt

or
y。

 

デ
ー
タ
モ
デ
ル
。

 

温
室
効
果

ガ
ス
排
出
に
ま
つ
わ
る

PS
A
目
標
と
の
関
連
。

 

 発
生
件
数
管
理
デ
ー
タ
。

 

 淡
水
魚
に
関
す
る
指
令
（

Fr
es

hw
at

er
 F

is
h 

D
ir

ec
tiv

e）
に
つ



－
 
3
5
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

  淡
水
・
海
水
の
富
栄
養
化

 

 食
品
加
工
・
小
売
で
出
さ
れ
る
廃
棄
物

 

  2  3  

  3  3 

  4  3 

い
て
，
実
施
面
で
の
課
題
と
な
る
か
。

 

 農
業
の
富
栄
養
化
に
対
す
る
影
響
を
特
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 英
国
食
品
・
飲
料
連
盟
（

Fo
od

 a
nd

 D
ri

nk
 F

ed
er

at
io

n：
FD

F）

の
指
標
。

 

5.
天

然
資

源
の

利
用

改
善

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
直
接
利
用
（
試
験
）

 

    エ
ネ

ル
ギ

ー
の

間
接

利
用

（
肥

料
，

農
薬

，
家

畜
飼

料

な
ど
）
（
試

験
）

 

   農
業
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

 

 2     1     4 

 2     1     2 

 3     3     4 

 各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
（

A
U

K
表

10
.1

参
照
）
を
活
用
し
た
研
究

開
発
事
業
。

 

省
エ
ネ
技
術
の
活
用
と
温
室
効
果
ガ
ス
に
関
す
る

PS
A

目
標
に

関
連
す
る
。

 

 各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
（

A
U

K
表

10
.1

参
照
）
を
活
用
し
た
研
究

開
発
事
業

。
 

省
エ
ネ
技
術
の
活
用
と
温
室
効
果
ガ
ス
に
関
す
る

PS
A

目
標
に

関
連
す
る
。

 

 各
種
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
（

A
U

K
表

10
.1

参
照
）
を
活
用
し
た
研
究



－
 
3
6
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

   表
土
の
有
機
物
含
有
量

 

 土
壌
戦
略
の

行
動
計
画
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
指
標
の
選
定

 

   灌
漑
用
水
の
活
用
（
試
験
）

 

 有
機
農
業
の

地
域

 

 製
品

1
ト
ン

あ
た
り
の
包
装

 

 

   4  ?    2  5  3 

   1  ?    4  4  3 

   3  ?    3  5  3 

開
発
事
業
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

10
%

と
い
う
政
府
目
標
に
関
連
す
る
。

 

 N
at

io
na

l S
oi

l I
nv

en
to

ry
 

 土
壌
戦
略

（
So

il 
St

ra
te

gy
）
と
関
連
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

 

こ
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
指
標
は
約

10
個
と
し
，
さ
ら
に
下
位
指
標

を
選
ぶ
。

 

 灌
漑
調
査

（
95

年
が
最
後
）

 

 6
月
の
農

業
基
本
調
査
。
認
定
機
関
。

 

 英
国
食
品
・
飲
料
連
盟
の
指
標
。

 

6.
景

観
と

生
物

多
様

性
の
向

上
 

環
境

保
全

の
対

象
地

域
。

数
段

階
の

階
層

（
試

験
）

と

生
物
多
様
性

に
関
す
る
目
標
（
「
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
生
物
多

 5  

 4  

 5  

 イ
ン

グ
ラ

ン
ド

生
物

多
様

性
戦

略
（

E
ng

la
nd

 B
io

di
ve

rs
ity

 

St
ra

te
gy

）
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
指
標
（

20
02

年
10

月
公
表
予
定
）
 



－
 
3
7
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

様
性
戦
略
」
）
で
分
け
る
。

 

 環
境
管
理
下

に
あ
る
休
耕
地
（
試
験
）

 

   半
自
然
牧
草
地
帯
（
試
験
）

 

   作
物
の
多
様

性
と
休
耕
地
の
状
態

 

    農
地
の
特
徴
（
池
，
生
垣
等
）
（
試
験
）

 

  

  5    5    5     5   

  4    3    2     2   

  5    3    2     2   

  英
国

生
物

多
様

性
行

動
計

画
（

U
K

 B
io

di
ve

rs
ity

 A
ct

io
n 

Pl
an

）
の
設
定
目
標
。
質
的
で
は
な
く
量
的
に
測
る
だ
け
な
の
で
，

イ
ン
グ
ラ

ン
ド
生
物
多
様
性
戦
略
の
指
標
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

 

 英
国
生
物

多
様
性
行
動
計
画
の
設
定
目
標
。

 

質
的
で
は

な
く
量
的
に
測
る
だ
け
な
の
で
，
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
生
物

多
様
性
戦
略
の
指
標
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

 

 イ
ン
グ
ラ

ン
ド
生
物
多
様
性
戦
略
（

20
02

年
10

月
公
表
予
定
）

の
コ
ア
指
標
。

 

グ
レ
ー
ト

ブ
リ
テ
ン
の
デ
ー
タ
は
公
表
済
み
。

 

イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
デ
ー
タ
に
は
詳
し
い
分
析
が
必
要
。

 

 カ
ン
ト
リ

ー
サ
イ
ド
調
査
（

C
ou

nt
ry

si
de

 S
ur

ve
y）

そ
の
他
の

特
別
調
査
。

 

 



－
 
3
8
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

有
機
農
耕
地
帯

 

  LE
A

F（
Li

nk
in

g 
E

nv
ir

on
m

en
t A

nd
 F

ar
m

in
g）

の
監

査
対

象
農

家
戸

数
，

農
家

保
証

基
準

（
A

ss
ur

ed
 

Fa
rm

 S
ta

nd
ar

ds
）
を
満
た
す
農
家
の
戸
数

 

 「
生
物
多
様
性
行
動
計
画
」。

公
表
・
実
施
さ

れ
て
い
る

も
の

 

 歩
道
の
状
態

（
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
の
管
理
区
域
）

 

 休
日
の
来
訪
者
数
（
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
の
管
理
区
域
）

 山
，

湿
原

，
荒

野
，

高
原

地
，

登
録

共
有

地
へ

の
ア

ク

セ
ス
（

PS
A）

。
ア
ク
セ
ス
自
主
協
定
の
対
象
地
域
な
ど
。

 氾
濫
源
の
管
理
区
域

 

5   5    5   3  3  3   4 

4   5    5   3  2  4   4 

5   5    5   3  3  5   4 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
生
物
多
様
性
戦
略
（

20
02

年
10

月
公
表
予
定
）

の
コ
ア
指
標
。

 

 イ
ン
グ
ラ

ン
ド
生
物
多
様
性
戦
略
（

20
02

年
10

月
公
表
予
定
）

の
コ
ア
指
標
。

 

  D
E

FR
A 

Fo
un

da
tio

ns
 fo

r o
ur

 F
ut

ur
e
の
指
標
。
ア
ウ
ト
カ

ム
よ
り
も

プ
ロ
セ
ス
を
測
定
す
る
指
標
。

 

 約
5
年
ご
と
に
管
理
区
域
調
査
。

 

 約
5
年
ご
と
に
管
理
区
域
調
査
。

 

     



－
 
3
9
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反
応

速
度

 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

農
作
業
に
よ
る
史
跡
破
損
の
件
数

 

 環
境

保
護

及
び

景
観

・
生

息
地

の
再

生
に

取
り

組
む

農

家
へ
の
公
的
助
成
金
。

 

   農
業

に
対

す
る

政
府

の
姿

勢
（

カ
ン

ト
リ

ー
サ

イ
ド

の

管
理
区
域
）

 

4  4     4 

4  4     3 

4  4     3 

  「
環

境
と

生
活

の
質

に
対

す
る

国
民

の
姿

勢
」

に
関

す
る

D
E

FR
A
の

調
査
（

D
E

FR
A 

Su
rv

ey
 o

f 
Pu

bl
ic

 A
tt

itu
de

s 

to
w

ar
ds

 th
e 

E
nv

ir
on

m
en

t a
nd

 to
 Q

ua
lit

y 
of

 L
ife

）
（
約

4
年
ご
と
に
実
施
）

 

 約
5
年
ご
と
に
管
理
区
域
調
査
。

 

 

 



－
 
4
0
 
－

 

社
会

ア
ウ
ト

カ
ム

の
コ
ア
指

標
 

  コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

 

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反

応
速

度
 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

7.
公

衆
衛

生
の

向
上

 

脂
肪
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
（

%
）

 

      栄
養
表
示
の
あ
る
加
工
食
品
の
割
合

 

  所
得
層
別
の
食
費
の
割
合

 

 食
品
中
の
残
留
農
薬
（
試
験
）
及
び
残
留
重

金
属

 

 

 1       1   1  4  

 3       3   3  3  

 5       3   3  5  

 支
出

と
食

料
に

関
す

る
調

査
（

E
xp

en
di

tu
re

 a
nd

 F
oo

d 

Su
rv

ey
）
。

 

保
健
省
（

D
ep

ar
tm

en
t 

of
 H

ea
lth

：
D

oH
）
の
指
標
と
関
連

付
け
る
必
要
あ
り
。

 

食
品

メ
ー

カ
ー

が
健

康
的

な
食

生
活

に
ど

う
貢

献
し

て
い

る
か

を
見
る
た
め
，
加
工
食
品
の
栄
養
成
分
を
検
討
す
る
の
も
よ
い
。

 

 食
品
表
示
行
動
計
画
（

Fo
od

 L
ab

el
in

g 
A

ct
io

n 
Pl

an
）
の

FS
A

指
標
に

関
連
。

 

 支
出
と

食
料
に
関
す
る
調
査
。
「
食
料
砂
漠
」
の
影
響
も
含
む
。

 

 最
小
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
を
上
回
る
ケ
ー
ス
。
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4
1
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

 

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反

応
速

度
 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

農
薬

，
肥

料
，

遺
伝

子
組

換
え

作
物

の
利

用
に

対
す

る
懸
念

 

 飲
料
水
の
質

 

 食
物
由
来
の
病
気
（
食
中
毒
）
（

FS
A
の
指

標
）

 

   B
SE

の
発

生
（

PS
A）

 

 ス
ト
レ
ス
性

疾
患
の
相
対
発
症
率

 

 農
家
・
農
業
労
働
者
の
自
殺
率

 

 平
均
失
業
期

間
 

  

3   5  2    4  2  2  2   

4   3  4    2  4  4  3   

4   5  3    5  3  4  3   

「
環

境
と

生
活

の
質

に
対

す
る

国
民

の
姿

勢
」

に
関

す
る

D
E

FR
A

の
調
査
（
約

4
年
ご
と
）
。
環
境
ア
ウ
ト
カ
ム

5
と

6

に
関
連
。

 

  20
06

年
ま
で
の

5
年
間
で
英
国
の
食
物
由
来
の
疾
病
（
食
中
毒
）

を
20

%
減
ら
す
た
め
，

FS
A

は
食
物
由
来
の
疾
病
戦
略
を
策
定

し
て
い
る
。
実
際
の
発
生
件
数
で
は
な
く
，
報
告
件
数
。

 

   情
報
源

を
探
す
必
要
が
あ
る
。

 

 保
健
省

の
PS

A
目
標
に
関
連
。

 

 国
の
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
で
，
農
村
地
域
一
般
で
は
な
く
，
農
業
労
働

者
や
農
家
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
提
供
で
き
る
の
か
不
明
。

 

 



－
 
4
2
 
－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

 

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反

応
速

度
 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

農
場
で
の
致
命
傷
や
重
傷
。
他
部
門
と
比
較

 

 

3  

3 
4 

8.
動

物
の

福
祉

を
推

進
す
る

 

家
畜
の
健
康

に
関
す
る
指
標

 

  「
福
祉
志
向

の
」
生
産
シ
ス
テ
ム
の
導
入
状
況

 

  家
畜
の
福
祉
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
事
例
の
件
数

 

   飼
育
方
法
に
対
す
る
懸
念

 

  保
証
制
度
の
も
と
販
売
さ
れ
る
食
料
の
割
合

 

 

 4   4   3    4   3  

 3   3   3    4   3 

 1   3   5 （
報

告
件

数
）

 

 4   2 

 動
物
の
健
康
戦
略
（

A
ni

m
al

 H
ea

lth
 S

tr
at

eg
y）

が
完
了
し
次

第
作
成
。

D
EF

R
A 

Fo
un

da
tio

ns
 fo

r 
ou

r 
Fu

tu
re

の
指
標
。

 

 家
畜
の

種
類
に
応
じ
て
作
成
す
る
こ
と
も
。
規
制
の
導
入
・
改
正

の
影
響

を
調
査
す
る
の
に
情
報
が
必
要
。

 

 獣
医
。
実
態
と
記
録
の
食
い
違
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
た
め
，
ヘ

ッ
ド
ラ

イ
ン
指
標
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

 

遅
れ
て

い
る
と
い
う
基
準
が
定
ま
ら
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

 

 「
環

境
と

生
活

の
質

に
対

す
る

国
民

の
姿

勢
」

に
関

す
る

D
E

FR
A
の

調
査
（
約

4
年
ご
と
）

 

 ア
ウ
ト
カ
ム

1，
5，

6，
8
に
も
関
わ
り
が
あ
る
。

 

推
定
値
も
あ
る
が
，

FB
S

か
6
月
の
農
業
基
本
調
査
か
ら
収
集



－
 
4
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－

 

コ
ア

指
標

 
SF

FS
の

影
響

 

1－
低

 

5－
高

 

SF
FS

へ
の

反

応
速

度
 

1－
遅

い
 

5－
速

い
 

既
存

の
デ

ー
タ

 

1－
な

し
 

5－
良

い
 

出
典

／
備
考

 

  

で
き
る
。

 

9.
農

村
地

域
の

団
結

力
と
生

産
性

の
向
上

 

R
ur

al
 E

nt
er

pr
is

e 
Sc

he
m

e
の
各
活
動

分
野
へ
の

助
成

 

 各
種

サ
ー
ビ

ス
の

利
用
推
進

計
画

に
対
す

る
E

R
D

P

（
E

ng
la

nd
 R

ur
al

 D
ev

el
op

m
en

t P
ro

gr
am

m
e）

の
助
成
金

 

 5   5 

 5   5 

 3   5 

 活
力
の
乏
し
い
地
域
が
助
成
対
象
と
さ
れ
る
場
合
は
妥
当
。
支
出

の
地
理
的
分
類
を
行
う
こ
と
が
当
面
の
実
務
課
題
。

 

 左
記
の
よ
う
な
計
画
が
対
象
と
な
る
場
合
の
み
妥
当
。
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持続可能な農業・食料 
コミュニケーション戦略（抄） 

 
 
１ 概要 
 
1.1 この戦略の目的 

この戦略の目的は，「持続可能な農業，食料，漁業局(Sustainable Farming, Food and 

Fisheries Directorate；SFFF 局)」と「持続可能な食料・農業戦略 (Sustainable Food and 

Farming Strategy；SFFS)プログラムにコミュニケーション開発における方向性を示すこ

とである。  コミュニケーションによって，重要な問題や政策の変更，また食料と農産業

に関連し，変化する政策から生じる機会について，ステークホルダーが関与，理解し行動

の変化が起きる。  そのための要件は下記の通りである： 

 
・ コミュニケーションに関してステークホルダーとの関係を強化する。 

・ SFFS 全ての実務担当部門（work streams）と政策チーム間のコミュニケーション

における協力を強化する。 

・ 他の SCA と CD において同様な業務の担当者との緊密な連繋により，資源と労力を

効率化する。 

・ SFFF 局および「SFFS 実施プログラム」との間に業務上の緊密な連携を図る。 

・ 地方政府や部局が実施する地域のコミュニケーション活動をよく知り，協調体制を

強化する。 

 
1.2  既存の研究 

農家がどのようなコミュニケーション手段を好むかについては，ある程度の研究が行わ

れてきた。 この研究は，環境・食料・農村地域省（Department for Environment, Food 

and Rural Affairs；DEFRA）の向上に何が必要であるかを探るための出発点として役立

つことが証明され，本年の既存のコミュニケーション活動の多くに取り入れられてきた。 

しかし，ステークホルダー（特に，農家）の次の事項についての認識や理解，心構えを

確かめる必要がある。 

・ 「持続可能な農業・食料戦略」とは何か，またこの戦略で何を実施しようとするの

か。 

・ CAP 改革の影響はどうなるか，特に，農業経営への影響はどうか。 

・ SFFS の実施において，自己の役割が何だと考えるか。 

・ 農家，産業界，一般国民にとっての利益が何だと考えるか。 

・ さらに多くの支援や情報をどこで入手するか知っているか。 
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これを支援するために， DEFRA は次の三つの重要な問題をしっかり把握する必要が

ある。 

① CAP 改革と SFFS の実施において，農家は直面している変化について知識があり理

解しているか？ 

② 農家は経営方法におけるこの変化に対処する能力，技術，情報があるか？ 

③ 農家は経営方法を転換したり，変化に適応することに意欲的か？ 

 
農家が変化を起こすことに対して意欲的でなければ，コミュニケーションのみで行動の

変化をもたらすことはほぼ不可能である。そのためには，DEFRA が変化のために重要な

原動力を確立すること，またコミュニケーションや活動の優先的対象者を決めることが不

可欠である。 

 
量と質（追跡調査と 1 回限りの調査）のリサーチプログラムは，何をなすべきかを突き

止め，この産業の中のどの部門／農家を対象としているかを特定するのに役立つであろう。 

 

２．リスク 
 

DEFRA は農家と共にリサーチを行い，試験的な Farming Link 新聞のようなルート

で公表している。 これは，農家およびこの産業とのコミュニケーションと関係構築の方

法を改善することが目的である。 

 
DEFRA のコミュニケーション方法に関しては， 顧客の満足度を高めるためになすべ

きことを，リサーチのフィードバックが明確に示している。 現在公表されているこれら

の改善点を実施できなければ，DEFRA の行政的評判に悪影響を及ぼすであろう。 

 
このため，効果的なコンサルテーションやフィードバックを通じて，ステークホルダー

に，政策策定の初期段階で積極的に関与してもらうことが必要になる。 顧客やステーク

ホルダーが最も適切な方法で常に情報が入手できるように，コミュニケーションを全ての

政策策定に不可欠なものとするべきである。 これが不可能であれば，ステークホルダー

は離反し，DEFRA が表明する事項の実施能力への批判が高まり，究極的には政策策定の

プロセスの有効性が減少するであろう。 

 
中途半端な計画に基づくコミュニケーション戦略は，本省への批判を招くことになるで

あろう。 堅実なコミュニケーション計画を立てて，実行すれば，以下のリスクを回避す

ることに役立つであろう。 
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・ ステークホルダー／顧客への過重な負担 

・ 取り組みの重複 

・ 一貫性のないメッセージ 

・ 不適切，または非効果的なタイミングにおける施策の実施 

・ 「本省の独断的な目標」 

・ 早めに対処しておけば生じなかった問題／批判に対応しなければならないこと 

 
注目を浴びている SFFS の特定の政策分野において，この戦略の中で考慮すべきものは

以下の通りで，今後コミュニケーション活動に対する徹底したリスク評価が必要となるで

あろう。 

 
・ 「CAP 改革」と「単一支払いスキーム」－ 実施 [RPA(Rural Payment Agency: 農

村支払いエージェンシー)の役割と責任を含む] 

・ 「環境スチュワードシップ・スキーム」－ 開始と実施 

・ 「食料産業の持続可能性戦略(Food Industry Sustainability Strategy)」－ 開始と

実施 

・ 「減少した農家の所得(Reduced Farm Incomes)」－ 本省における農業の重要性 

・ 農家による市場との再結合 － 期待，支援，国民の認知 

・ 農産業と改正された補助金システムについての世論 － 農家は，地方の土地管理

以外ほとんど何もしていないのに補助金をもらうという認識－公共財に対する公的

資金の価値 

 
2.1 主要な課題  

 
① 健全なコミュニケーション計画が主要な分野で策定され,リスク評価が各分野で継続

的に更新されるようにする。 

 
② 多くの政策分野にまたがるコミュニケーションは，顧客のために，協調体制の下で計

画し，実施する。 

 
③ コミュニケーションのメッセージや活動, タイミングの証拠を確保するために定期

的に調査を行う。 

 
④ 顧客の要求が，全ての政策策定とコミュニケーションの早期計画段階において状況に

応じて考慮されるようにする。 
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⑤ 政策の計画立案には十分な時間をとり，効果的で必要なステークホルダー／顧客の参

加とコミュニケーションが確実に行われるようにする。 

 
⑥ 地方と国の間のコミュニケーションメッセージと伝達について協力体制を強化。 双

方向から進歩状況の報告やフィードバックを行うなど。 

 
⑦ 農村地域におけるイントラネットと IT の利用とアクセス，特に，農業界内部のユー

ザーの特定に不確実性が残る。 

 
⑧ 情報の受信者は，難しいテーマのメッセージを理解するために，シンプルな形で提供

されることを望み，また必要としている。 

 
⑨ 情報受信者の現在の業務管理方法に対する知識や，技術，学習意欲について，資料や

情報がまだ比較的少ない。 

 
⑩ コミュニケーションに関する進行中の評価が SFFF 局全体で行われ，その所見が周知

されるようにする。 

 
2.2 この政策に関する分野 

環境保護 

「キャッチメント・センシティブ・ファーミング」に関して，規制または経済的手段を

とる決定が延期されるということは，自主的行動プログラムの有効性を早急に証明する必

要があり，また，コミュニケーション計画でこれを促進するだけでなく，フィードバック

を得て，進捗状況をモニターするという点からもこの計画は策定する必要があることを意

味する。 

 
新たな市場と新たな技術 

非食料作物戦略の進展に役立つコミュニケーションは，対象となる情報受信者の意識と

行動を向上させる上で重要なものとなるであろう。それには，任務を課すことに責任を負

う他省との緊密な連絡体制を構築することが必要となるであろう。さらに教育目的から，

また達成できるように設定された現実的な目標が農業界で実施されることも必要である。

コミュニケーションは，この政策目標の達成に重要な役割を果たすであろう。 

 
健康に対する消費者のニーズ 

メッセージの一貫性を最大限にし，対象となる情報受信者を適切に選択するために，保

健省の「公衆衛生白書（Public Health White Paper）」の栄養に関する保健政策に基づい
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たコミュニケーション，および｢食料と保健行動計画(the Food and Health Action Plan)｣

の発表において現在同省と協力体制を取っているが，今後も必要となるであろう。 また，

「公的部門食料調達(Public Sector Food Procurement)」部門との連繋もできる限り活用

すべきである。 

 
農業分野の規制 

規制と農業への戦略的アプローチに関する作業は2005年の最優先事項となるであろう。 

官僚主義的手続きと増加する規制に対する農家の反応は，拒否的である。規制を行う理由，

および規制から生じる利益に関して，正しいメッセージが確実に農業界に伝わるようにす

るため，この分野の作業には，熟慮と，体系的なコミュニケーション計画が必要となるで

あろう。 

 
食料チェーン 

カリー卿が率いる組織が再編成されてできた四つの主な組織，RMIF, FCC, EFFP お

よび AFS は，それぞれのビジネス上の目標に基づいたコミュニケーション活動を組み入

れている。協調的で一貫性のあるメッセージを，対象となる情報受信者に伝え，作業の重

複を避けるために，一貫性があり補完的なコミュニケーション活動を，農家の情報受信者

に対して行えるよう， DEFRA と上記の四つの組織が，緊密に連携することが，2005 年

の重要項目となるであろう。 

 
地方における実施 

地方が 2005 年に受け入れを求められている MRDP 活動の量の多さを考えると，最大限

の効果をもたらすために，コミュニケーションメッセージとその活動を優先分野に集中し

て行い，地方全域でコミュニケーションが計画され，調整されることが不可欠になるであ

ろう。そこで，問題が明らかになった時点で既に何らかの手段が常に講じられているよう

にするため, 地方と中央との間で定期的なフィードバックを行う必要がある。 

 

３. 成功のもたらす未来像 
 

CAP 改革の結果生じた変化を農家やその他のステークホルダーは認識し，理解していて，

経営への影響を理解し，適応するための手段を講じている。 

 
CAP 改革がもたらす新たなビジネスの機会を，農家は認識し，理解しており，何ができ

るかを探すための手段を講じている。 

 
農家は情報の入手先を知っており，質問がある時に DEFRA の水準の高い顧客サービス
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を受けることができる。 

農業は自然環境と資源を保護し改善する。この事実は一般国民とステークホルダーが認

め，感謝している。 

 
農家とその他のステークホルダーは，農業，食料，およびそれらに関連した問題に関す

る DEFRA からのコミュニケーションについて，内容が妥当で，時宜を得ており，適切に

実行され，自分たちにとって有益であると思っている。 

 
資格のある農家全てが，「単一支払い」に期限までに登録申込を済ませている。 DEFRA

も RPA も，予定通りに顧客の要求に応えるように努めている。 

 
DEFRA は顧客の期待と要求に対して情報を提供し，指導を行っている。 

 
農家は市場と再結合され，消費者の需要の変化に対応する生産物とサービスを提供する

ことに努力している。 

 
農家は協力体制を取り，ビジネス，生産物，サービスに付加価値をつける。 

 
農家が農場内への投資に対する農場外投資の比率を高める。 

 
農家は収益増加のために，市場と供給のチェーンを重視した戦略を策定する。 

 
英国の動物の健康と福祉は世界で最もレベルが高い。 

 
農家は 2007 年までに，EU のコンプライアンス（European Compliance）の要件を満

たす。 

 
国民は，農業と食料産業から価値のある生産物とサービスを，公的資金の見返りとして

手に入れていると考えている。 

 
SFFS の各実務担当部門，SFFF 局，DEFRA，およびその他の政府の広範囲に及ぶ省庁

との間で，コミュニケーションが統一されている。 

 
ステークホルダーは，DEFRA とのコンサルテーションに参加することが有益であると

信じている。 
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４. コミュニケーションの目標 
 
戦略目標 

（１）SFFS 

「持続可能な食料・農業戦略」と，その意図したアウトカムへの意識と理解を高める。  

また，農家，ステークホルダー，食料と農産業，政府の他の省庁，公共団体，将来の農業

就業者，および一般国民の関与により，効果的で時宜を得た方法で，食料と農産業内にお

ける行動の変化に影響を与える。 第１第２段階 
 
（２）CAP 改革のその後 

CAP 改革によって提示された変化とビジネス機会についての意識を高める。さらに，

CAP 改革の実施中および実施後のビジネス戦略としての選択肢を，農家が積極的に考える

ように促す。 第２第３段階 
 
（３）産業と消費者を再結合する 

農業界と消費者の再結合を，国家と地方両方のレベルから支援，促進する。 第３段階 
 
（４）自然環境 

自然環境と資源を保護し，改善する一方で，食料と農業部門の持続可能な開発を促進す

る政府と産業界の活動を支援，促進する。 第２第３段階 
 
（５）行政的評判 

行政的評判を保護，改善するためのコミュニケーションの実施によるリスク管理におい

て本省を支援する。 第１第２第３段階 

 
（６）ステークホルダーへの働きかけ 

ステークホルダーに影響を与える可能性のある全ての政策策定に関して，協議によって

食料と農産業に関与するようにタイムリーに働きかけ，情報を伝達する。 第 1 第 2 第 3
段階 
 
（７）動物の健康と福祉 

「動物の健康と福祉戦略」，その経過やアウトプット（例： 実施規約，進捗度を示す指

標，会議や報告書）を明確に説明する。 

 
この戦略による利益と影響への意識およびコミットメントを高め，変化がどの程度であ

ってもその期待に答える。 
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運営上の目標 

（８）省全体のコミュニケーション計画 

コミュニケーションの計画策定における助言や，協調体制を促進するほか，早期の政策

策定段階でコミュニケーション局（Communications Directorate)の介入を促すことなど

によって，DEFRE の様々なプログラムの実務担当部門全体に渡り，コミュニケーション

計画を改善する。 第 1 第 2 段階 

  
（９）国家／地域的計画を促進する 

最も顧客にやさしく効率的な方法で中央・地方政府のメッセージを伝えるために，中央

と地方の協調と統一化（地域の政策実施パートナーを含む）を行う。  第 2 段階 
 
（10）よりよい情報 

さらに効率的および効果的に，農家や生産者の絞り込みを行えるようにするツールを開

発する。  第 2 段階 
 
５．  主要なメッセージ 
目標（１）に関して 

① 農業は，生き残り，繁栄し，時代に適応し，持続可能な将来を享受してほしい重要

な分野である。 

② 政府，産業界，および国民は，収益性や競争力があり，効率的な農業と食料部門―

地方を保護改善し，消費者が価値を評価し，入手可能な食料を生産する―を，協力し

て設立しなければならない。 

③ 「ホール・ファーム・アプローチ」の導入のねらいは，農業規制に関連した農家の

事務処理の負担を軽減することである。この手法によって，農家は DEFRA や国と地

方政府の省庁へのアクセスが一本化するので，手続きが簡素化するであろう。 

 
目標（２）に関して 

① 産業界，消費者，および政府の協力体制の下で，我国の農産業は： 

・ 収益性をあげる方法として競争力を高める。 

・ 食料チェーン全体との強固な連携により，市場に再結合される。 

・ 生産に基づいた補助金には依存せず，その代わりに継続的な国民の支援が，国民

の利益のために確実に農業に生かされるようにする。 

・ 景観や天然資源を保護する方法で営農する。 

・ 環境への悪影響を最小限に留める。 

② 農家は自分自身で機会を捉えることができ，またそうすべきである。 

③ 農家は，競争力をつけるために協調体制をとらなければならない。 そのためには，
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長期に渡り，相互に依存した，食料と農産業のタテヨコ両方の協力関係の要素がます

ます必要となるであろう。 

④ 農家は，農場内および農場外投資について大きな方針変更を行い，投資したものが

直接利益として戻ってくることはない可能性があることを理解する必要があるであろ

う。 

⑤ 農業は他の産業と同様に平等に扱われるであろう。これは高い基準の環境スチュワ

ードシップの推進を目的とした「汚染者による負担(polluter pays)」原則によって実

証されている。すなわち，負担は国民が行い，利益を受け取るのも国民であるという

ことである。 

 
目標（３）に関して 

① 農家と食料生産者は，常に変化している消費者の市場を理解し，適応し，サービス

提供を行わなければならない。 

② 農家と食料生産者は，供給している市場とのつながりを強化し，経営に関わる市場

の駆動力が何かを理解しなければならない。 

③ 農家は，経費節減に専念するだけでなく，価値の高い作物生産に移行しなければな

らない。 

④ 農家は増収のため，市場と供給チェーン重視の戦略をさらに多く策定しなければな

らない。 

 
目標（４）に関して 

① 土地管理者と生産者は，農業による水質汚染の拡散，および使用された肥料からの

アンモニアの排出を減少するといったような，環境汚染を最小限にする農業を行う責

任を負うべきである。 

② 農業には，景観と天然資源を保護することによる褒賞があるであろう。 

③ 広範囲の農村開発と環境目標は，新たな「単一支払いスキーム」によって支えられ

ている。 

④ 政府と公的部門は，栄養価が高く，価格の割には高品質で，可能な限り環境に悪影

響を及ばさない方法で供給された食料を調達するよう積極的に努める。 

 
目標（５）に関して 

① 目標を絞り，効果的でタイムリーなコミュニケーションによって，行政的評判を傷

つけるリスクを軽減できる。 

② リスク評価は全てのコミュニケーション計画策定に不可欠である。すなわち，コミ

ュニケーションを行うリスクに対して，それを行わないリスクを考慮すべきである。 
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目標（６）に関して 

① DEFRA は，ステークホルダーとパートナーシップを結び，効果的な政策を策定す

る義務がある。 

② イングランドの農業は， EU や外国の取引所では強力で競争力があり，国家的産業

として，国際的な農業問題や世界貿易の交渉に積極的に，効果的に参加することがで

きる。 

③ DEFRA は，可能な限り全てのステークホルダーへの，バランスの取れた，公正な

インプットを行った上で政策が策定されるよう，連絡をとるのが難しいステークホル

ダーに対する新たな連絡方法を探すことになる。 

 
目標（７）に関して 

① 英国の動物の保健と福祉を世界の最高水準にすることを目指す。 

② 農家が 2007 年に「EU のコンプライアンス」の要件を満たすことを支援したい。 

③ 「EU のコンプライアンス」は，我国の動物と動物製品を世界中で販売する障壁を

最小限にするであろう。一般的に消費者は，我国の食料が，十分な世話をされた健康

な動物から安全に生産されていることを認識するであろう。 

④ 疾病による緊急事態は，いかなる場合も迅速且つ効果的に処理されるであろう。 

⑤ 家畜の保健と福祉を維持・向上するコストは，産業界と納税者の間で公平に分担さ

れるであろう。 

⑥ この戦略は，農場，厩舎，動物園，または家庭のいずこであっても，英国の動物の

保健と福祉を向上するための新たな方向を示している。その鍵となるのは動物の飼い

主と，獣医および政府の間の効果的なパートナーシップである。 

⑦ 動物の保健と福祉を向上することは，飼い主にとって経済上のみならずその他の利

益もある。つまり，疾病を予防し，その勃発に効果的に対処すること，高品質の家畜

の生産物を提供し，ペットを長生きさせることが可能になることである。 

 
目標（８）に関して 

① コミュニケーション局は，コミュニケーションの要件と効果的な解決法を見つける

事に役立つ政策策定プロセスに，早期にとりかかるべきである。 

② 全てのコミュニケーション計画は，メッセージの一貫性を保ち業務の重複をなくす

ために，その他の SFFS プログラム全てとの連繋を探る必要がある。 

 

 
目標（９）に関して 

 ① コミュニケーション計画には，地域のコミュニケーションの達成方法，および主要

なメッセージの伝達方法を盛り込む必要がある。 
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目標（10）に関して 

① コミュニケーション局は，政策チームと協力し，ステークホルダーの目標を絞るこ

と，および管理ツールがコミュニケーション活動の計画と実施に役立つように開発さ

れていることを確実にする。 

② ステークホルダーの特定，マッピングおよび目標を絞ることはコミュニケーション

計画全般に取り入れるべきである。 

 

７．アプローチの概要 
 
7.1 総論 

全てのコミュニケーション計画は， DEFRA の行政的目標（corporate  objectives）

と戦略的コミュニケーションの目標の達成に貢献するものである。 調査を委託するのは，

状況を把握しバランスをとり，証拠に基づいた計画であることを明確にするためである。 

コミュニケーション計画の改善には，ステークホルダーの区分化や目標の絞り込みを用い

る。  コミュニケーション局と「食料と農業」政策策定チームは，コミュニケーション計

画の一貫性と質を確保するため，標準テンプレートとプロセスを採用するようにする。 

さらにこれらの計画では，前途にあるリスクや障壁，およびそれらに対処する適切な戦略

も特定する。  コミュニケーション計画では，SMART の目標に対する有効性を測定する

ために，利用可能な評価方法を決定するレビューを行う。 

 
7.2 コミュニケーションの原則 

SFFS 関係の全てのコミュニケーションにおいて厳守すべきこと： 

・ 先見性を持つ－主要なメッセージを繰り返すために全ての機会を利用し，説明のた

めの最良の実践例を探し，奨励する。 

・ コンサルテーションを行い，意見を聞く－国家，地域，地方レベルで，継続的，革

新的なステークホルダーのコンサルテーションを利用する。 

・ 知る－提案は，フィードバックに基づいて調整が行われているとステークホルダー

が考えているかを判断するため，その関与を評価する。 

・ オープンで正確に－誤解は正確な情報をもって速やかに対処し，広報活動を行うべ

きである。 

・ ノーサプライズ(No surprises)－DEFRA の全ての関係者，関係団体に，情報が徹底

的に行き渡るようにして，「ノーサプライズ（驚くことなど全くない）」という気風

を培う。 

 
7.3 コミュニケーションルート 

目標達成のため，対象となる情報受信者にとって適切であり，広範囲に渡るコミュニケ
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ーションルートを利用する。メッセージの伝達をより効果的に行う重要なルートとしては，

同じような業務を行っているグループや諮問機関を利用することが挙げられる。また，テ

キスティング(texting)や携帯電話のメール利用のような新しいコミュニケーション方法を

今後調査することになる。他の組織や地方の団体によって有用なコミュニケーションルー

トやモデルが開発されれば，そのノウハウを入手することを目指す。 

 
＊ 内部のコミュニケーション 

内部のステークホルダーとのコミュニケーションは以下の原則に従って管理する： 

・ 職員は，外部への発表以前，または議会の規約に従いその発表と同時に，重要な進

展について通知を受ける。 

・ DEFRA および関連機関の人々は，地方のニーズに合わせた，一貫性のあるコミュ

ニケーションにより情報を得る。 

・ 政策チームは政策策定と実施部門の職員にふさわしく，必要に応じ積極的な取り組

みと認知を確実にすることに最大の努力を払う。 

 
本省内全部のステークホルダーのために，下記の既存のルートが利用され，その適切

さが認められるであろう。 

・ DEFRA Family Communications Group  

・ 内部の定期刊行物  

・ イントラネットサイト 

・ インターネットサイト 

・ オフィスの掲示（Office Notices） 

・ Click and Tell  

・ 昼休みのセミナー 

・ DEFRA Dialogue [および DEFRA とその関係組織において，トップから下のレベ

ルへと順次情報を伝えて行くカスケードシステム(cascade systems)] 

・ 電子掲示板 

・ 電話会議 

・ フェイス・トゥー・フェイスの会議と説明会 

・ ヘルプライン 

 

 
7.4 メディア 

7.4.1 全国的メディア 

対象となるステークホルダーに重要な発表に関するメッセージを伝達するのに，全国

的な展開することが適切である場合，業界用と消費者用の全国的メディアを使用する。 
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国益のからむ分野横断的な省の問題がある場合，および国民全体へのメッセージが必要

とされる場合，すなわち持続可能な農業と食料の国家的戦略の進捗状況を発表するには，

この方法が最適であろう。  

 
7.4.2 地域のメディア 

地域的な話題は「政府ニュースネットワーク（Government News Network）」や「政

府農政事務所（Government Office Rural Directors）」と協力して各地域で発表する。

可能な場合どこでも，常に地域の施設，スポークスマン，撮影の機会を探し出して利用

し，地域レベルでこの国家的戦略を実現する。 

 
7.4.3 専門家向けのメディア 

定期刊行物やニュースレターなどのような専門家向けのメディアは，ステークホルダ

ーの関与する計画を支援するのに適切である場合，次の関係者に向けて利用される。 

・ 特別な利害のある直接の顧客， 

・ 特別な利害のある末端の顧客とその代表する組織 

・ パートナーと実施担当部局 

・ その他の利害のある組織とステークホルダー 

 
このような刊行物には，政策コミュニケーション計画の対象となる情報受信者に適合

する読者層のプロファイルのあるものが含まれる。Public Service Director, Local 

Government Chronicle, その他これらの部門の幹部や職員が読むことになる公的部門，

地方自治体の刊行物（Public Sector Food Procurement, Healthy Eating and Food 

Industry Sustainability Strategies），農業と教育の刊行物（Entrance into farming）

などがある。 

 
7.5 電子コミュニケーション 

SFFS の実務担当部門のコミュニケーション計画全般に関して，電子コミュニケーショ

ンの利用を考慮する。重要なメッセージを伝達しコミュニケーションをとる際，できる限

り電子ルートを考慮に入れるようにする。以下の電子ルートは，実務担当部門コミュニケ

ーション計画の電子コミュニケーションルート戦略の一部として検討できるものである。 

・ DEFRA のウェブサイト 

・ ステークホルダーとその他の関連するウェブサイトへのリンク 

・ コミュニケーション用印刷物にウェブサイトアドレスとリンクを掲載する。 

・ 電子メール受信トレイ 

・ オンライン・コンサルテーション 
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7.6 マーケティングコミュニケーション 

有料のマーケティング活動，例えば刊行物，ポスター，宣伝広告などは適切であり，特

定の情報受信者に情報を発信するという明確なニーズであると認められて予算がつけば，

利用できる。 

 
DEFRA のコミュニケーション予算を通して資金を獲得するには，十分に練り上げたコ 

ミュニケーション戦略が必要で，毎年行われる「省コミュニケーション予算獲得のための

入札(Departmental Communications Bid Trawl)」プロセスの一部として考慮するよう提

案しなければならない。 全ての活動は，中心的な戦略の優先事項に従わなければならな

い。 

 
7.7 協力体制 

コミュニケーションの目標達成のために，DEFRA 全体とパートナーの協力体制が不可

欠になる。DEFRA は，明確で対象を絞ったコミュニケーション目標の設定等，政策プロ

グラムや計画の初期段階で政策チームがコミュニケーション計画を立てることをすすめた

い。さらに政策チームと共に，政策策定がコンサルテーションに基づく双方向的なもので，

ステークホルダーの意見を聞き，理解した上で確実に行われるように努める。 

 
コミュニケーション立案プロセスの一部として，重複を減らし，適切な場合には時期を

調整して協同で活動を行うために，他の実務担当部門と DEFRA の戦略全ての連携を特定

することを目指す。  

 
食料チェーン組織をはじめとするステークホルダーは，コミュニケーションの目標達成

の協力者として重要な役割を担う。ステークホルダーの立場をもっとよく理解し， 

DEFRA のために彼らがコミュニケーションにどう関われるかを学ぶため，有力なステー

クホルダーとの強固な関係を構築する。 コミュニケーション目標の原案と計画を，早期

に地域の実施担当パートナーと組織に通知することは，健全で妥当，且つ効果的な実施に

役立つであろう。 

 

 

８ 役割と責任 
コミュニケーション戦略は，「農業と食料担当戦略的コミュニケーションアドバイザー

（Strategic Communications Adviser, Farming and Food）によって策定され，更新され

る。 
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SFFS を構成する政策分野に関するコミュニケーションの下位戦略や計画は，SCA 

Farming and Food やその他コミュニケーション局職員の指導と支援を適宣得ながら，

各政策分野について策定する。 

 
DEFRA 関連機関，実施庁(Executive Agencies)，NDPB(Non-departmental Public 

Bodies: 非省公共団体)やその他のステークホルダーは，堅実なコミュニケーション計画の

策定に適宜参加して助言を行う。これにより，必要に応じて専門知識や専門性，信用とプ

ロ意識がもたらせ，コミュニケーションを DEFRA の顧客とステークホルダーにとって妥

当で，効果的，且つ信頼性の高いものにする上で役に立つものと思われる。 

 
９ 評価      

質的評価： 対象となる産業界の部門における，質的追跡調査フォーカスグループ。年４

回実施される。 

 面接調査。 

量的評価：対象となる産業界部門の年４回の巡回。 

電話による聞き取り調査， 

Farmers Weekly Interactive, DEFRA, その他の専門家組織など，適切なウェ

ブサイト上のオンラインアンケート。 

 
・ 農家に変化に対する知識や変化への対応能力があるか，また現在のビジネス戦略と

慣行を変える気があるか確かめる。 

・ SFFS への理解と関与のレベル，および農家に影響を与え，行動的変化を起こすた

めのコミュニケーション戦略策定を支援するという，SFFS の意図するアウトカム

についてもレベルを測定する。 

・ この戦略の結果として農家に変化があれば，それは何か，またその理由を突き止め

る。 

・ 農家は，SFFS を実施する上で自分たちの役割をどう受け止めているか，またどの

ような利益を得るかを明確にする。 

・ 農家の意思決定と行動に影響を与えているのは何で，誰であるかを明確にする。 

・ 希望通りに SFFS がアウトカムを達成するにあたって，農家が存在すると思う障壁

を明確にする。 

・ この変化に対応するために，農家は必要な技術や知識があるかどうかを明確にする。 

・ 農家にとって必要な情報がさらに多くあれば，それが何かを明確にする。 

・ 最も効果的で適切なコミュニケーションルートを特定する。 
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ステーク

ホルダー 

カテゴリ

ー 

C1  C2 

P  I  D 

S 

優先度 

H=高 

M=中 

L=低 

政 策 案 の

ス テ ー ク

ホ ル ダ ー

への影響 

ステーク

ホルダー 

期待／関

心 

現状 

0 1 

2 3 

4 5 

望ましいア

ウトカム 

0 1 

2 3 

4 5 

方法 

        

        

        

 
C1 ダイレクト・カスタマー：補助金を受け取るなど，直接的な関係を有するものをいう。

農家，生産者，土地所有者，獣医師，畜産・ペット業界関係者，農業コンサルタントなど。

ステークホルダーの区分 

C1 ダイレクト・カスタマー 

C2 最終消費者 

I 関連団体・個人 

P パートナー 

D 実施機関 

S DEFRA／エージェンシーの職員 

0 反対 

1 分からない／知らない 

2 知っている 

3 理解している 

4 賛成／積極的に関与している 

5 所有している 
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注記 

このステークホルダー区分表は，ステークホルダーに関する重要な情報が一目で分かるよ

うにするもので，これを活用して政策の目標設定や評価を効果的に行うことができる。ま

た，ステークホルダーがそれぞれ政策・事業にどのような影響や利害関係を持っているか，

現状はどうか，各ステークホルダーにどのようなアウトカムが望ましいかを考える上でも

役に立つ。影響や関心の度合いを考慮することで，望ましいアウトカムの特定もしやすく

なるだろう。 

 
当然ながら，ステークホルダーによっては，政策や事業に複数の利害関係を有しており，

望ましいアウトカムも様々に想定されることがある。その場合は，別々の欄に情報を記入

するようにする。 

 
すべてのステークホルダーにまつわる情報を網羅することはできないかもしれないが，最

初にできるだけ多くの情報を記入し，主たる区分作業が終わったら，必要に応じて追加情

報を探すようにする。 

 
現状／望ましいアウトカムの定義 

 
0 反対。ステークホルダーが当該政策や事業の策定に積極的に反対している場合。 

1 分からない／知らない。ステークホルダーの現在の立場や，望ましいアウトカムがよく

分からない場合。 

2 知っている。ステークホルダーが当該政策や事業の存在を知っているが，その政策や事

業には関与していない，もしくはその目的への理解や支持が必ずしもない場合。 

3 理解している。ステークホルダーが政策や事業の目的を理解しているが，支持している

かどうかは分からない場合。 

4 賛成している／積極的に関与している。ステークホルダーが当該政策や事業を承知して

おり，そのおよその目的を支持していたり，立案に積極的に取り組んだりしている場合。

ただし，いかなる政策・事業のアウトカムの実現にも責任を持たず，その政策や事業を「所

有している」とは考えていない。 

5 所有している。ステークホルダーが当該政策や事業措置の策定に深く関与しており，政

策・事業のアウトカムの実現に責任を負っている場合。事業やその目的を所有していると

いう意識がある。 

 




